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原子力委員会の皆様へ 

 

 

原子力委員会への期待について 

 

 

 原子力委員会の皆様におかれましては、我が国の原子力政策の推進に係る

日頃のご尽力に感謝いたします。 

 

 原子力委員会は、我が国の原子力政策の計画的な推進と原子力行政の民主

的な運営の要であると認識しており、原子力を巡る国内外の様々な課題を乗

り越えていくために、以下の事項について、指導力を発揮することを期待し

たいと思います。 

 

 

科学技術政策担当大臣 

岸 田  文 雄 

 



原子力委員会への期待について 

 

１．原子力政策の計画的かつ着実な推進 

「原子力政策大綱」に沿って、関係各省を取りまとめ、原子力政策の計画的かつ着実

な推進を図るとともに、現場を含む国民の声を聴きつつ、その実施状況をフォローし、

その評価を誰にでも分かりやすく示していただくことを期待します。 

 

２．国民との相互理解の促進と信頼の回復 

電気事業者の一連のデータ改ざんや先般の新潟県中越沖地震の柏崎刈羽原子力発電

所への影響等は、国民の原子力に対する信頼を大きく揺るがすものでした。 

原子力委員会は、原子力事業者と関係省庁がこれらの問題に真剣に取り組み、その適

切な情報発信及び国民との対話を一層進め、国民の信頼の回復に全力で当たるよう強く

慫慂するとともに、自らが先頭に立って直接国民との対話を行うなどにより、国民の信

頼回復に努めていただくことを期待します。 

 

３．高レベル放射性廃棄物の地層処分に向けての取組の強化 

高レベル放射性廃棄物の処分は、後世代に負担を先送りすることなく現世代が実施の

ための道筋を確立すべき国民的課題です。原子力委員会は、関係省庁及び関係事業者が

行う地域社会や国民の理解を得るための取組について、処分施設建設候補地の選定のた

めに具体的に何をすべきかを明らかにし、その推進を図るなど、選定段階の着実な進展

に向けて取り組むことを期待します。 

 

４．地球温暖化問題とエネルギー安定供給への積極的な対応 

(1) 地球温暖化やエネルギーの安定供給の確保は、今や世界的な問題として認識されて

います。原子力はこれらの問題改善に貢献できるもっとも重要な手段の一つであり、

現在、原子力委員会で検討が行われている原子力ビジョンの懇談会において、来年の

洞爺湖サミットも視野に入れ、原子力にふさわしい国際的な位置づけと対策の推進に

ついて今年度中に取りまとめていただくよう期待します。  

(2) 国外においては、原子力発電の規模拡大や新規導入を計画する国が少なからず出現

する中で、核不拡散、原子力安全及び核セキュリティの確保は国際的に対応すべき重

要な課題です。このため、アジア原子力協力フォーラム等を通じて、国際的な原子力

利用拡大に当たっての課題に係る共通認識の醸成を図るとともに、核燃料供給保証や

原子力発電の新規導入国の基盤整備などについて、国際社会への積極的な働きかけを

期待します。 

 

５．戦略的研究開発の推進 

(1) 高速増殖炉もんじゅの活用も含め高速増殖炉サイクル技術の研究開発の計画的な

推進が図られるよう期待します。 

(2) 原子力技術の可能性と未来を切り拓くことに挑戦するような革新的な研究開発等

について、推進方策の具体化に向けて取り組むことを期待します。 


